








要約 母体から児へ経胎盤的に TSH 受容体抗体(TRAb)が移行することにより、新生児バセド

ウ病や一過性甲状腺機能低下症が発症することが知られている。今回我々は、クレチン症

マススクリーニングの精検時に、母親血清中のTRAbを測定し、新生児甲状腺機能異常にお

ける TRAb の意義につき検討を加えた。その結果、37 例の精検者のうち 5 例の母親に正常

範囲から外れる症例を認め、このうち 2 例はバセドウ病母親、1 例は慢性甲状腺炎の母親

で児に阻害型 TSH 受容体抗体による一過性甲状腺機能低下症をきたした。また、1 例の一

過性高 TSH血症の患児の母親が、著しく低い TRAb 値を示し、これは抗 TSH 抗体によること

が明らかになった。一過性高TSH 血症の病因のひとつに抗 TSH抗体の意義が考えられ、以

上のことから、精検時に母児の TRAb を測定することは、その病因を明らかにする上で意義

ある検査と考えられた。 


